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今回はエンジン特性が異なる車両と通常車両の判別であるため，

































た．長さ約 1200 m の直線コースを走行する．慣らし走行を 2
回，通常車両で 1 回走行した後にエンジンタイヤ間のギア比を
変更した車両を 1 回走行する計 4 走行を 1 セットとし，普段か








値を示している．特徴量数 1から正解率が 0.75 と最も高い特徴

























表 1: 特徴量数 4までで選ばれた特徴量とその回数
部位 統計量 回数 部位 統計量 回数
皺眉筋 A・F 5 腕撓骨筋 S・F 2
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